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平成24年度決算の概要（連結・ 3行単体合算）
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３行合算

△ 12与信費用

93272当期純利益

74438経常利益

42319コア業務純益

物件費（△）

人件費(△）

その他業務利益

資金利益

コア業務粗利益

--

--

△ 26865
経費(△)
（除く臨時処理分）

6979

△ 62941

151,185

前年

同期比

ＹＭＦＧ連結

※単位未満は切捨て表示、3行合算については3行単体の単純合算数値
1

（億円）

◆貸出債権の証券化に伴う譲渡益を計上したことを主因として、コア業務純益は前年同期比42億円増加。
◆加えて、国債等債券損益の増加等により、当期純利益は前年同期比93億円増加し272億円を計上。

（億円）

3行合算当期純利益 304億円
のれん償却費（もみじ銀行他） △ 49億円
ＦＧ連結調整等 18億円
子銀行連結調整 △ 2億円
YMFG連結純利益 272億円

資金利益の内訳（3行合算）

△ 56844貸出金利息

△ 00その他

△ 240預金ＮＣＤ利息

△ 1487資金調達費用

△ 19170有価証券利息

△ 761,032資金運用収益

△ 62945資金利益

前年同期比25/3期

連単差

貸出債権証券化に伴う譲渡益を計上
したことを主因として、その他業務利益
が前年同期比70億円増加。



山口銀行・北九州銀行の平成24年度決算概要
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コア業務純益

うち株式等関係損益

うち不良債権処理額（△）

うち物件費（△）

うち人件費（△）

その他業務利益
（うち国債等債券損益）

役務取引等利益

資金利益
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△ 19

△ 27

25

△ 23

△ 0

△ 2
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25
（29）

2

△ 32

△ 1

△ 35

前年同期比

927経常収益

△ 16与信関係費用

179当期純利益

284税引前当期純利益

△ 2特別損益

286経常利益

△ 17

30

△ 49臨時損益

202

336業務純益

△ 46一般貸倒引当金繰入額（△）

244

217

485経費（除く臨時処理分）（△）

91
（87）

72

610

775業務粗利益

202億円 （前年同期比 △27億円）コ ア 業 務 純 益

※記載金額は、単位未満を切捨て表示

△16億円 （前年同期比 △27億円）与 信 関 係 費 用

2

70億円 （前年同期比 +9億円）有価証券関係損益

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）※コア業務純益：一般貸倒引当金繰入前、国債等債券損益控除後の業務純益

◆利鞘の縮小による資金利益の減少を主因に、コア業務純益は前年同期比27億円減少。
◆国債等債券損益増加や与信費用改善、法人税減少等により、当期純利益は前年同期比38億円増加。

△ 8△ 22償 却 額 （減 損 処 理）

△ 115売 却 損 益

△ 19△ 17株 式 等 損 益

4△ 4償 還 損 益

2591売 却 損 益

2987国 債 等 債 券 損 益

前年同期比25/3期
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もみじ銀行の平成24年度決算概要

コア業務純益

うち株式等関係損益

うち不良債権処理額（△）

うち物件費（△）

うち人件費（△）

その他業務利益

（うち国債等債券損益）

役務取引等利益

資金利益

25

50

52

△ 5

57

△ 3

35

△ 38

59

96

△ 20

△ 5

△ 7

△ 20

88

（17）

△ 1

△ 30

56

45

前年同期比

585経常収益

25/3期

18与信関係費用

125当期純利益

170税引前当期純利益

△ 0特別損益

170経常利益

△ 13

38

△ 56臨時損益

139

227業務純益

△ 20一般貸倒引当金繰入額（△）

144

141

301経費（除く臨時処理分）（△）

142

（67）

32

334

509業務粗利益

139億円（前年同期比 +59億円）コ ア 業 務 純 益

18億円 （前年同期比 +25億円）与 信 関 係 費 用

3

53億円 （前年同期比 +13億円）有 価 証 券 関 係 損 益

（億円）

（億円）

※記載金額は、単位未満を切捨て表示

（億円）

（億円）

※コア業務純益：一般貸倒引当金繰入前、国債等債券損益控除後の業務純益

◆貸出債権の証券化に伴う譲渡益を計上したことを主因として、コア業務純益は前年同期比59億円増加。
◆経常利益増加に対し法人税等は前期比微増に止まったため、当期純利益は前年同期比50億円増加。
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1767国 債 等 債 券 損 益

前年同期比25/3期

035個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

25△ 20一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

前年同期比25/3期

貸出債権証券化
による譲渡益等
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預 金

貸出金

預貸金の状況

38,333
31,854 32,000

7,231 7,654

18,912 18,797 18,279

23/3末 24/3末 25/3末

39,376 39,777 40,182

10,321 10,202

7,548 7,481 7,549

10,625

23/3末 24/3末 25/3末

もみじ

山 口

地公体

１．銀行別推移

１．銀行別推移

2.セグメント別（3行合算）

+1.9％

△0.6％ △2.8％

+1.5％

+2.9％

+1.0％ +1.0％

△4.0％

△0.9％ +0.9％

57,88357,246 +0.1％+1.1％

事業性

個人ローン

（億円） （億円）

52,295 48,462 49,121

6,826 7,269

27,625 27,910 28,202

23/3末 24/3末 25/3末

34,311 35,276 36,179

39,152 40,291 42,122

886 507 445
5,570 7,123 5,847

23/3末 24/3末 25/3末

山 口

もみじ

2.セグメント別（3行合算）
（億円）（億円）

+5.7％

+1.0％

79,921 83,198+4.1％ +1.7％

+1.0％

+2.0％

+2.8％

+2.9％

△42.8％

+27.9％

流動性預金

定期性預金

外貨預金

譲渡性預金 △17.9％

△12.3％

+4.5％

+2.6％

合算

合算

4

39,655

北九州

57,934

84,593

56,391

◆貸出金：住宅ローン債権の証券化を主因にもみじ銀行の残高は減少したが、3行合算では前期比微増。
◆預金：個人預金が前年同期比1,656億円増加するなど、総預金残高は前年同期比1,394億円増加。

北九州

39,086

55,288

※記載計数は国内店勘定です。



期中平均利回りの推移

※山口銀行の23年度上半期実績は北九州銀行と合算。

※利回り・利鞘は国内業務部門分（預金についてはＮＣＤを含む）、半期毎の利回りを記載、単位未満を四捨五入で表示。

1.40%

1.46%

1.52%
1.56%

1.30%
1.36%

1.41%1.43%

1.37%1.39%

1.28%
1.30%

0.10%0.10%
0.11%

0.13%
0.09%0.09%

23年度上 23年度下 24年度上 24年度下 25年度上 25年度下

山口銀行 もみじ銀行

1.64%1.67%

1.75%
1.81%

1.56%
1.59%

1.66%1.69%

1.60% 1.60%

1.53% 1.53%

0.08%0.08%
0.09%0.12%

0.07%
0.07%

23年度上 23年度下 24年度上 24年度下 25年度上 25年度下

貸出金利回り

預貸金単純利鞘

預金利回り

（計画）

北九州銀行

◆貸出金利回りについては、低金利環境の継続により、貸出金利の低下が見込まれる。
◆お客さまの潜在的ニーズにお応えし新たな付加価値を提供していくことで、貸出金利の維持・向上を図る。

5

（計画） （計画）（計画） （計画）

貸出金利回り

預貸金単純利鞘

預金利回り

（計画）

1.45%
1.48%

1.55%

1.31%1.35%

1.41%

1.38%1.40%

1.25%1.26%

0.14%0.14%0.14% 0.13%0.13%

23年度上 23年度下 24年度上 24年度下 25年度上 25年度下

貸出金利回り

預貸金単純利鞘

預金利回り



39.8%

2.5%
45.0%

4.7%
4.8% 3.2%

10,277 11,249
8,530

630
622

543

5,096
6,020

9,655

961
922

1,023
1,107

1,003
846845
774

686

23/3末 24/3末 25/3末

有価証券残高・評価損益の状況

55.1%

3.0%

29.5%

4.5%
3.8%

4.1%
18,919

１．有価証券期末残高の推移（3行合算）
（億円)

３．有価証券評価損益の推移（3行合算）
（億円）

２．有価証券構成比（3行合算)

24/3末 25/3末

４．保有債券のデュレーション

その他
外国証券

社債

地方債

国債

20,435

(△2）

（年）

◆政府保証債を中心とする社債を大幅に増加させ、有価証券期末残高は前期末比1,008億円増加。
◆株価の上昇等により、有価証券の評価益は前期比382億円増加。デュレーションは、若干長期化。

4.03

4.57

25/3期

+ 1.26

+ 0.10

前年同期比

2.77外国証券

4.47国内債

24/3期山口銀行

3.92

5.06

25/3期

+ 0.59

+ 0.56

前年同期比

3.33外国証券

4.50国内債

24/3期もみじ銀行

20,435
億円

△ 214 △ 176
△ 21

237 192
330

23

188

98

23/3期 24/3期 25/3期

114
46

合計

国内債

株式

その他

-

4.83

25/3期

-

△ 0.21

前年同期比

-外国証券

5.04国内債

24/3期北九州銀行

21,443

21,443
億円

496

6

株式

合計



（億円）

101 95 88

4
9

64
58

53

40
38 50

23/3期 24/3期 25/3期

役務収益の推移

１．商品別（３行合算）
（億円）

◆グループ会社であるワイエム証券向けの仲介手数料を中心に、金融商品販売関連の収益が順調に増加。
◆銀証連携強化によりワイエム証券の役務収益が伸長し、グループ合算の役務収益は前期比5億円増加。

２．グループ企業別（ワイエム証券を含む）

※単位未満切捨て。グループ企業別の数値については、グループ間の相殺処理実施後の数値。

77 77 73

63 61
60

14 13
13

6
4

19 28
10

16

23/3期 24/3期 25/3期

為 替

投信関連

生損保

182

その他

金融商品販売金融商品販売

山 口

もみじ

ワイエム
証券

197206

40

178

39

202

7

46

99

180

証券仲介

北九州

98

合計 合計



信用コストと不良債権の状況

１．与信費用（３行合算）
（億円）

２．不良債権残高と不良債権比率（３行合算）

271 230 260

768 814 779

590 530 535

2.68%

2.68%

2.80%

23/3期 24/3期 25/3期

不良債権比率
（金融再生法ベース）

要管理債権

危険債権

破産更生債権

 開示債権合計 1,566 1,565 △ 0

製造業 245 247 1

建設業 220 207 △ 13

卸売・小売業 349 273 △ 75

不動産業 220 192 △ 28

各種サービス業 280 312 32

その他 249 332 82

24/3期 25/3期 増減

（億円）

(1,630) (1,574)

+6億円

21

△ 14
△ 11

△ 1

45

18

△ 18

△ 6

1
4

27

△ 70

△ 35

0

35

70

23/3期 24/3期 25/3期

山口銀行

もみじ銀行

北九州銀行

合算

8

(1,575)

◆与信費用は、もみじ銀行で増加したが山口銀行の減少が大きく、3行合算では前期比3億円減少。
◆不良債権残高は、危険債権が減少したものの要管理債権が増加し、合計は前年同期と比べ横這い。

（億円）〔業種別リスク管理債権〕 （3行合算）



11.75
11.36

12.77

12.89

12.26

12.96

12.64

23/3期 24/3期 25/3期

自己資本比率の状況と資本政策

9.02 9.52

11.48

11.18

11.25

11.95

11.20

23/3期 24/3期 25/3期

総自己資本比率推移 （％）

◆利益の積上げや基礎的内部格付手法を採用したこと等により、自己資本比率は前年同期比上昇。
◆25年4月に優先株式全額を取得・消却し発行済株式は普通株式のみとなり、資本の質は改善。

Ｔier１比率推移

ＦＧ連結(FIRB)
13.34%

もみじ(FIRB)
14.01%

山口(FIRB)
14.38%

（％）

北九州(SA)
12.45%

もみじ（FIRB)
13.30%

山口（FIRB)
13.00%

北九州（SA)
11.04%

ＦＧ連結（FIRB)
11.01%

9

第三種優先株式

（発行額11,000百万円）

第四種優先株式

（発行額8,535百万円）

総自己資本比率総自己資本比率

13.34%13.34%

Tier2資本

92,457百万円

Tier1資本

435,604百万円

Tier1資本

4,177億円

24年度決算（実績） 消却実施後（試算）平成25年4月2日
取得・消却実施済

総自己資本比率総自己資本比率

12.8%12.8%程度程度

（優先株式の取得・消却）

Tier1Tier1比率比率

11.01%11.01%
Tier1Tier1比率比率

10.5%10.5%程度程度

消却実施後の自己資本比率試算値

（基準日：平成25年3月31日） 資本の質の改善と健全性の維持

◆第三種・第四種優先株式195億円
全額を取得し消却実施（25年4月）

◆これにより優先株式残高は0となり、
発行済株式は普通株式のみ

◆消却実施後の試算で、総自己資本

比率12.8%程度、Tier1比率10.5%
程度と、バーゼル３における最低所
要水準を十分に上回る水準を維持

資本調達コストの削減

◆年間約5億円の資本調達コスト削減
となる

資本政策

自己資本額（山口ＦＧ連結）



経費の推移と見通し

45 46 38

380 369 359

38

352

389
384 395 387

73.0%
75.6%76.3%75.3%

22年度 23年度 24年度 25年度（計画）

人件費

税金

物件費

810 810 786

3行合算経費と修正ＯＨＲ（山口ＦＧ連結）の推移

△23億円 778

◆システム経費は平成24年度から平成26年度がピークとなるが、平成27年度以降は漸減見込。

◆システム・事務共通化の効果を最大限に活かし、営業部門の強化によりトップライン収益を増強させる。

修正ＯＨＲ

合計
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（億円）

△9億円

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

平成24年度～平成26年度がシステムコストのピークとなる見込み

共同化システム投資
償却後の水準

山口銀行山口銀行

もみじ銀行もみじ銀行

北九州銀行北九州銀行

システムコストの推移（イメージ図）

共同化システム
移行前の水準
約125億円

Ｈ22/5月
山口銀行
システム移行

Ｈ23/10月 北九州銀行システム分割
Ｈ24/01月 もみじ銀行システム移行

Ｈ27/4月
山口銀行
償却終了

Ｈ28/9月
北九州銀行償却終了
Ｈ28/12月
もみじ銀行償却終了

共同化システム投資償却

△6億円

△8億円

△1億円

△7億円



※記載金額は、単位未満を切捨て表示

1．山口ＦＧ連結業績予想

3．各行単体業績予想
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平成26年3月期の業績予想

平成26年3月期は、貸出債権証券化に伴う譲渡益の計上がなくなり、平成25年3月期と比較し経常利益、
当期純利益とも減少する見通し。資金利益や役務取引等利益など銀行の本源的な収益の増強を図る。

2．3行合算業績予想

△ 0.8％12.5%自己資本比率

6,727100,000総資産

△ 0.5％5.0%ＲＯＥ

△ 32240当期利益

△ 38400経常利益

△ 9310コア業務純益

△ 81,177コア業務粗利益

25/3比通期予想

ＹＭＦＧ連結
（単位：億円）

通 期 予 想 2 5 / 3 比

1 ,1 1 5 △  1 3

資 金 収 支 9 5 9 1 4

役 務 収 支 1 3 4 2 9

7 7 8 △  8

人 件 費 3 5 2 △  7

物 件 費 3 8 7 △  1

3 3 6 △  5

4 3 0 △  2 7

2 8 0 △  2 4

4 2

　 ３ 行 合 算（単 位 ：億 円 ）

コ ア 業 務 粗 利 益

経 費

コ ア 業 務 純 益

経 常 利 益

当 期 利 益

与 信 費 用

　 山 口 銀 行 ＋ 北 九 州 銀 行 　 も み じ 銀 行

通 期 予 想 2 5 / 3 比 通 期 予 想 2 5 / 3 比

コ ア 業 務 粗 利 益 7 3 1 4 3 6 1 6 1 1 4 3 8 3 △  5 7

資 金 収 支 6 2 5 1 5 5 2 4 1 0 1 3 3 4 △  0

役 務 収 支 8 8 1 5 7 7 1 0 4 6 1 3

経 費 （△ ） 4 7 7 △  7 3 8 5 9 1 3 0 1 △  0

人 件 費 （△ ） 2 1 3 △  4 1 7 0 4 2 1 3 8 △  3

物 件 費 （△ ） 2 4 0 △  4 1 9 6 4 3 1 4 7 3

コ ア 業 務 純 益 2 5 4 5 1 2 3 1 2 3 8 1 △  5 7

経 常 利 益 3 1 0 2 3 2 8 5 2 5 1 2 0 △  5 0

当 期 利 益 1 9 5 1 5 1 8 0 1 5 8 5 △  4 0

与 信 費 用 0 1 7 △  1 2 3 △  1 5

（ 単 位 ：億 円 ） 山 口 銀 行
通 期 予 想

北 九 州 銀 行
通 期 予 想



配当実績・計画

5.0 6.0

1.0
4.5

4.5
5.0 5.0 5.0

5.0 6.0

5.0
3.5

5.05.04.5

18/9期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期

通期実績
9.0円

配当実績および予想

山口FGの配当実績・計画

上段：期末配当金
下段：中間配当金

◆25/3期中間配当金は、24/3期中間期の普通配当5.0円と記念配当1.0円、合計6.0円を維持。
◆25/3期通期では、2年連続して増配となる年間12.0円の配当実績。26/3期も、25/3期と同額予想。

統合前実績

山口銀行
実質通期8.0円
（3.5円+4.5円）

もみじ銀行
無配のため
実質通期4.5円
（0円+4.5円）
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通期実績
10.0円を
3年間継続

増
配

（円）

増
配

5.0 6.0

6.0

25/3期
通期実績

12.0円

1.0

5.0

24/3期
通期実績
11.0円

増
配

21/3期～23/3期 24/3期

記念配当記念配当

※平成25年度配当金については予定

増
配

25/3期 26/3期（予想）

6.0

6.0

26/3期
通期予想

12.0円


